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2025年９月１日付で、日興アセットマネジメント株式会社から社名変更しました。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型）」は、2026年７月６日に第13期の決算を行な
いましたので、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／不動産投信 

信 託 期 間 2013年10月21日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
主として「世界ＲＥＩＴマザーファンド」受益証券に投資を行ない、インカム収益の確保と中長期的な信託財産の成

長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド 

（ １ 年 決 算 型 ） 
「世界ＲＥＩＴマザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

世界ＲＥＩＴマザーファンド 
世界各国の金融商品取引所に上場されている不動産投資信託を主要投資対象と

します。 

組 入 制 限 

ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド 

（ １ 年 決 算 型 ） 

株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

世界ＲＥＩＴマザーファンド 外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 
 

＜442194＞ 

ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

第13期（決算日 2026年７月６日） 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

Ｓ ＆ Ｐ 先 進 国 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 
（税引後配当込み、ヘッジなし・円ベース） 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

９期(2022年７月５日) 19,309 10 12.6 205.57 9.9 96.6 4,416 

10期(2023年７月５日) 20,414 0 5.7 211.45 2.9 95.8 3,843 

11期(2024年７月５日) 23,565 0 15.4 244.75 15.7 96.3 4,122 

12期(2025年７月７日) 23,447 0 △ 0.5 242.62 △ 0.9 97.0 4,908 

13期(2026年７月６日) 30,700 0 30.9 313.66 29.3 97.2 6,823 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 参考指数は、スタンダード＆プアーズ ファイナンシャル サービシズ エル エル シー社（Ｓ＆Ｐ社）の発表する「Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ

指数（税引後配当込み）」を円換算した指数で、設定時を100として2026年７月６日現在知りえた情報に基づいて指数化しています。 
  

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

Ｓ ＆ Ｐ 先 進 国 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 
（税引後配当込み、ヘッジなし・円ベース） 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 （ 参 考 指 数 ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2025年７月７日 23,447 － 242.62 － 97.0 

７月末 24,029 2.5 249.93 3.0 96.9 

８月末 24,139 3.0 251.84 3.8 96.9 

９月末 24,497 4.5 256.01 5.5 96.6 

10月末 25,100 7.0 262.79 8.3 97.0 

11月末 26,059 11.1 271.40 11.9 97.5 

12月末 26,099 11.3 269.64 11.1 97.9 

2026年１月末 26,234 11.9 270.32 11.4 96.9 

２月末 28,292 20.7 291.48 20.1 96.4 

３月末 26,482 12.9 273.00 12.5 96.8 

４月末 28,828 22.9 296.99 22.4 96.7 

５月末 29,333 25.1 301.03 24.1 97.5 

６月末 30,768 31.2 315.92 30.2 97.5 

(期  末)      

2026年７月６日 30,700 30.9 313.66 29.3 97.2 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

○運用経過 (2025年７月８日～2026年７月６日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引後配当込み、ヘッジなし・円ベース）は、期首（2025年７月７日）の値

が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引後配当込み、ヘッジなし・円ベース）は当ファンドの参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、世界各国の金融商品取引所に上場されている不動産投資信託に実質的に投資を行

ない、インカム収益の確保を図るとともに、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっております。

当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・円安進行による為替差益がプラスに寄与したこと（2025年７月）。 

・利下げ観測の高まりや堅調な不動産ファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）などが支援材料となり投資家

心理が改善したこと（2025年８月、９月、10月、11月）。 

・多くの市場における金融・財政刺激策の遅行効果が顕在化し、世界的に緩やかな景気再加速の期待が高まっ

たこと（2026年１月）。 

期中の基準価額等の推移 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

・米国とイランの対立を巡る中東情勢の緊張緩和やエネルギー供給の正常化期待などを背景に市場に沈静化

の兆しが見られたことや、第１四半期の決算内容が好調だったこと（2026年４月）。 

・イラン・米国紛争終結への道筋により、地政学リスク、エネルギー価格、インフレに対する懸念が和らいだ

こと（2026年５月、６月）。 

 

＜値下がり要因＞ 

・金融政策や経済見通しを巡る不透明感や株式市場全体の過熱感などの懸念が再浮上したこと（2025年12月）。 

・中東情勢を背景とした原油価格の上昇が経済成長、インフレ動向や金利政策に与える影響などが懸念され

たこと（2026年３月）。 

 

 

（グローバルＲＥＩＴ市況） 

グローバルＲＥＩＴは2025年第３四半期序盤は横ばいで推移しました。その後、第３四半期後半から第４四

半期の大半にかけては、特に米国における金融政策期待がハト派（景気に対して弱気）的に転じたことや堅調

な不動産ファンダメンタルズが支援材料となり、2025年後半のＲＥＩＴセクターのパフォーマンスを下支え

しました。12月に入ると経済および金融政策を巡る見通しがより複雑化する中、投資家は株式市場全体の過熱

感を意識する展開となりました。 

年が明けると、多くの市場における金融・財政刺激策の遅行効果を背景とした経済成長の再加速への期待か

ら、リスク資産は好意的に反応しました。この動きは株式市場全体における主導セクターの広がりに寄与し、

ＲＥＩＴのパフォーマンスにも恩恵をもたらしました。 

2026年３月には、イラン紛争の影響や原油価格上昇の波及効果が経済成長、インフレ動向および金利政策に

与える影響などが懸念され、ＲＥＩＴおよび広範なリスク資産は軟調に推移しました。こうした懸念は2026年

第２四半期に入り、紛争終結への道筋が見えたことで地政学リスク、エネルギー価格、インフレに対する懸念

が和らぐと後退しました。これにより投資家の関心は、以前から市場パフォーマンスの広がりを牽引していた

底堅い経済環境や不動産ファンダメンタルズの健全性に再び向けられました。 

 

 

  

投資環境 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 

 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「世界ＲＥＩＴマザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ないました。 

 

（世界ＲＥＩＴマザーファンド） 

ファンダメンタルズが良好で安定した分配金利回りが見込めるＲＥＩＴに投資を行ない、インカムゲイン

およびキャピタルゲインをバランスよく獲得することをめざして運用を行ないました。 

ポートフォリオにおいては、市場の見通しや相対的価値判断に基づき、地域、セクター、銘柄のアロケー

ション変更を行ないました。米国のウェイトを増やし、英国およびオーストラリアのウェイトも小幅に増やし

ました。なお、大陸欧州および日本のウェイトは減らしました。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第13期 

2025年７月８日～ 
2026年７月６日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 20,699   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引後配当込み、ヘッジなし・円

ベース）は当ファンドの参考指数です。 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「世界ＲＥＩＴマザーファンド」受益証券を原則として高位に組み

入れて運用を行ないます。 

 

（世界ＲＥＩＴマザーファンド） 

地政学的緊張の緩和とイラン・米国紛争の解決に向けた見通しの高まりにより、更なる紛争激化やエネル

ギー価格の高騰懸念が和らいでいます。これにより、投資家の関心は米国経済の底堅さや不動産ファンダメン

タルズの健全性に向かうものと考えます。需要と供給の両面における不動産ファンダメンタルズの健全な見

通し、株式市場全体と比較した際の魅力的なバリュエーション（価値評価）水準や2025年末以降続く市場ロー

テーションなどを背景に、グローバルＲＥＩＴ市場全体を取り巻く環境を引き続き前向きにとらえています。 

紛争以前は概ね穏やかな推移を見せていた金利は、中東情勢の緊迫化の影響が意識され上昇傾向に転じま

した。名目金利は高水準にありますがピークレベルからは低下しています。また、クレジットスプレッド（企

業の信用力に応じた国債との利回り格差）とインフレ期待は引き続き十分に安定しており、金融環境は最近の

レンジ内に維持されています。 

内部成長の観点から見ると、不動産ファンダメンタルズの見通しは堅調を維持しており、また供給が低水準

または減少傾向にあることは、多くのセクターの好調推移を下支えするものと期待されます。外部成長の機会

は資本コストの動向改善に伴ない拡大傾向にありますが、依然として財務的に優位な立場にある企業により

多くの機会が見られます。 

バリュエーションの観点から見ると、グローバルＲＥＩＴは平均すると純資産価値（ＮＡＶ）に対して小幅

なプレミアム水準で取引されていますが、投資ユニバースのうちヘルスケアセクターなど一部セクターを除

く大部分においては、引き続き大幅な割安感も見られます。不動産取引については2025年初頭の様子見ムード

が一服し活動再開の兆候が見られる中、不動産価値は上昇に転じ、また融資市場も緩和傾向となっています。

またグローバルＲＥＩＴ市場が割高な株式市場全体との対比において引き続き大幅な割安水準にあることも、

ここ数ヵ月の市場ローテーションを後押しするものとなっています。 

まとめると、紛争前の堅調なマクロ経済環境、堅調なファンダメンタルズ見通し、そしてここ数ヵ月の市場

ローテーションを後押しするバリュエーション水準を踏まえ、ＲＥＩＴに対する当社の見通しは引き続き前

向きなものとなっています。 

ポートフォリオについては、引き続き、独自の評価に基づいたＲＥＩＴの資産価値および市場価格の比較に

おいて、相対的に魅力的であると判断されたＲＥＩＴを組み入れていく方針です。 

資産価値の評価には、現在の配当、保有不動産の質、経営陣の能力、内部成長の潜在性、新規投資による外

部成長の可能性などが含まれます。これらを考慮したバリュエーションは定期的かつ機動的に見直され、それ

により長期的な収益増加と保有資産の質の向上が見込まれるＲＥＩＴを選別することが可能となります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

○１万口当たりの費用明細 (2025年７月８日～2026年７月６日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 439  1.645  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (254)  (0.954)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (161)  (0.603)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 23)  (0.088)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 19   0.072   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 19)  (0.072)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 4   0.016   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  4)  (0.016)   

（d） そ の 他 費 用 23   0.085   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  7)  (0.026)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） ( 13)  (0.049)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.005)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 485   1.818    

期中の平均基準価額は、26,655円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.74％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

○売買及び取引の状況 (2025年７月８日～2026年７月６日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
世界ＲＥＩＴマザーファンド 114,972 615,221 70,799 400,413 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2025年７月８日～2026年７月６日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年７月８日～2026年７月６日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。  

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年７月８日～2026年７月６日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2026年７月６日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

世界ＲＥＩＴマザーファンド 1,041,909 1,086,082 6,707,755 
 
（注） 親投資信託の2026年７月６日現在の受益権総口数は、54,825,357千口です。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 



品 名：90002_442194_013_03_ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型）_1113127.docx 

日 時：2026/8/13 13:12:00 

ページ：10 

 

－ 10 － 

ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

○投資信託財産の構成 (2026年７月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

世界ＲＥＩＴマザーファンド 6,707,755 97.5 

コール・ローン等、その他 174,500 2.5 

投資信託財産総額 6,882,255 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） 世界ＲＥＩＴマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（331,370,214千円）の投資信託財産総額（341,429,951千円）に

対する比率は97.1％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=161.58円、1カナダド

ル=113.76円、1メキシコペソ=9.2488円、1ユーロ=184.83円、1イギリスポンド=215.71円、1オーストラリアドル=112.07円、1香港ドル= 

20.60円、1シンガポールドル=125.12円。 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年７月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 6,882,255,032   

 コール・ローン等 174,494,412   

 世界ＲＥＩＴマザーファンド(評価額) 6,707,755,888   

 未収利息 4,732   

(B) 負債 58,717,543   

 未払解約金 4,528,777   

 未払信託報酬 51,175,036   

 その他未払費用 3,013,730   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,823,537,489   

 元本 2,222,676,710   

 次期繰越損益金 4,600,860,779   

(D) 受益権総口数 2,222,676,710口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 30,700円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は2,093,444,157円、期中追加設定元本

額は492,293,318円、期中一部解約元本額は363,060,765円です。

（注） １口当たり純資産額は3.0700円です。 
 

○損益の状況 (2025年７月８日～2026年７月６日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 864,038   

 受取利息 864,038   

(B) 有価証券売買損益 1,563,141,420   

 売買益 1,685,476,838   

 売買損 △  122,335,418   

(C) 信託報酬等 △   98,090,333   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,465,915,125   

(E) 前期繰越損益金 858,194,488   

(F) 追加信託差損益金 2,276,751,166   

 (配当等相当額) (  1,790,529,107)  

 (売買損益相当額) (    486,222,059)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 4,600,860,779   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 4,600,860,779   

 追加信託差損益金 2,276,751,166   

 (配当等相当額) (  1,792,647,091)  

 (売買損益相当額) (    484,104,075)  

 分配準備積立金 2,324,109,613   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一

部を委託するために要した費用のうち、2025年７月８日～2026

年７月６日の期間に当ファンドが負担した費用は22,255,647

円です。  
（注）分配金の計算過程（2025年７月８日～2026年７月６日）は以下の通りです。 

項 目 
2025年７月８日～ 
2026年７月６日 

a. 配当等収益(経費控除後) 207,264,709円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 1,137,821,970円 

c. 信託約款に定める収益調整金 2,276,751,166円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 979,022,934円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 4,600,860,779円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 20,699円 

g. 分配金 0円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2025年７月８日から2026年７月６日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、2025年９月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。 

①委託会社である当社がその社名を「日興アセットマネジメント株式会社」から「アモーヴァ・アセット

マネジメント株式会社」に変更いたしました。（第１条、第16条） 

②当社の社名変更に伴ない、電子公告を掲載する当社ホームページのＵＲＬを「www.nikkoam.com/」から

「www.amova-am.com」に変更いたしました。（第58条） 

 

●当ファンドについて、「一般社団法人投資信託協会」の合併に伴ない、その記載を「一般社団法人資産運

用業協会」に変更すべく、2026年４月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（付表、

第８条、第28条の２） 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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